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■市浦中学校卒業式巳中 学 校 業式

の
だ

3月12日市浦中学校において、平成14年度卒

業式が行われ、3年生35人一人ひとりに卒業証

書が授与されました。

式では、卒業生から「それぞれの道に向ってが

んばって行く」と在校生に答辞が送られ、3年間

の思い出が詰まった校舎を後にしました。
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少
今

ノ
ブ広報巳 (2)

一

修
設
立
総
会
に
は
帥
人
が
出
席

し
う
ら
和
牛
改
良
組
合
の
設
立
総

会
が
、
三
月
十
八
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
関
係
者
六

十
人
が
「
し
う
ら
牛
」
銘
柄
復
活
に

向
け
て
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

同
組
合
は
、
社
団
法
人
全
国
和
牛

登
録
協
会
が
認
定
す
る
青
森
県
内
で

は
、
第
九
番
目
の
和
牛
改
良
組
合
と

な
り
、
組
合
員
十
八
人
＄
飼
養
頭
数

百
七
十
頭
で
発
足
し
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
相
沢
治
組
合
長
が

し
う
ら
牛
の
銘
柄
復
活
を

し
う
ら
和
牛
改
良
組
合
設
立

鍵
国
和
牛
慧
録
協
会
が
認。

段
レ
ベ
ル
の
高
い
改
良
を
行
い
、

産
地
間
競
争
に
打
ち
勝
つ
こ
と
の
で

き
る
和
牛
経
営
を
め
ざ
そ
う
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

設
立
総
会
終
了
後
、
全
国
和
牛
登

録
協
会
佐
藤
勝
俊
氏
が
講
師
と
な
り

「
和
牛
改
良
と
健
康
な
優
良
子
牛
の

生
産
に
つ
い
て
一
を
テ
ー
マ
に
記
念

「
し
う
ら
牛
」
は
、
昭
和
四
十
九

年
大
阪
食
肉
市
場
で
、
東
北
で
は
初

生
産
に
つ
い
て
」
を
テ
，

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
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修
手
作
り
防
火
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成

の
特
選
肉
に
ラ
ン
ク
さ
れ
、
翌
五
十

年
も
特
選
肉
に
ラ
ン
ク
さ
れ
て
い
ま

す
。
昭
和
五
十
一
年
の
東
京
芝
浦
市

場
に
お
い
て
も
、
特
選
肉
に
格
付
け

さ
れ
る
な
ど
中
央
で
は
高
い
評
価
を

受
け
て
い
た
が
、
最
近
は
担
い
手
不

足
や
飼
養
農
家
の
高
齢
化
等
に
よ
り
、

低
迷
し
て
い
た
。
同
組
合
の
発
足
に

よ
り
、
「
し
う
ら
牛
」
の
銘
柄
復
活
に

向
け
た
取
り
組
み
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

ア
ト
ム
保
育
園
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
、

ア
ト
ム
保
育
園
父
母
の
会
（
い
ず
れ

も
奈
良
綾
子
会
長
）
が
、
共
同
で
会

員
手
作
り
の
平
成
十
五
年
度
防
火
カ

レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
た
。

防
火
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成

ア
ト
ム
保
育
園
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
・
ア
ト
ム
保
育
園
父
母
の
会

三
月
十
三
日
、
市
浦
小
学
校
総
務

委
員
会
生
徒
三
人
が
社
会
福
祉
協
議

会
を
訪
れ
、
児
童
・
生
徒
が
学
校
に

持
ち
寄
っ
て
集
め
た
プ
ル
タ
ブ
と
使

用
済
切
手
を
贈
り
ま
し
た
。

今
回
贈
っ
た
プ
ル
タ
ブ
は
約
十
蛇

カ
レ
ン
ダ
ー
の
製
作
費
は
、
ふ
る

さ
と
ま
つ
り
で
同
ク
ラ
ブ
が
販
売
し

た
ゞ
た
い
焼
き
の
収
益
金
を
充
て
た

も
の
で
、
表
紙
に
は
防
火
を
呼
び
か

け
る
「
い
の
ち
を
守
る
七
つ
の
ポ
イ

ン
ト
」
を
掲
載
、
各
月
は
、
保
育
園

児
た
ち
の
か
わ
い
ら
し
い
写
真
が
ペ

ー
ジ
を
飾
る
と
と
も
に
、
下
段
に
は

「
火
の
用
心
」
の
文
字
を
入
れ
、
し

っ
か
り
と
防
火
対
策
に
一
役
か
っ
て

い
る
。
さ
ら
に
、
各
月
の
日
に
ち
に

は
、
園
児
の
名
前
を
入
れ
て
誕
生
日

が
一
目
で
わ
か
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ

て
い
ま
す
。

奈
良
会
長
は
「
園
児
み
ん
な
を
か

わ
い
く
見
せ
た
か
っ
た
の
で
、
写
真

の
く
り
抜
き
や
配
置
に
気
を
使
っ
た
。

少
し
で
も
防
火
意
識
の
向
上
に
つ
な

が
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

社
会
貢
献
に
一
役
ブ
ル
タ
ブ
を
社
協
に
贈
る

市
浦
小
学
校
総
務
委
員
会

で
、
児
童
・
生
徒
が
自
分
た
ち
に
で

き
る
範
囲
で
社
会
貢
献
し
よ
う
と
一

年
か
け
て
集
め
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
社
協
を
訪
れ
た
の
は
、
和

田
香
菜
絵
さ
ん
、
奈
良
洋
美
さ
ん
、

武
田
美
穂
さ
ん
の
三
人
。
「
み
ん
な

で
一
生
懸
命
集
め
ま
し
た
」
と
佐
藤

哲
也
セ
ン
タ
ー
所
長
に
プ
ル
タ
ブ
と

使
用
済
切
手
を
手
渡
し
ま
し
た
。
市

浦
小
学
校
で
は
、
プ
ル
タ
ブ
や
使
用

済
切
手
の
ほ
か
、
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ

や
割
り
ば
し
も
あ
つ
め
て
リ
サ
イ
ク

ル
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
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し
使
用
済
切
手
と
プ
ル
タ
ブ
を
贈
る
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二
月
二
十
三
日
⑧
、
「
村
民
憲
章

の
具
現
化
を
目
指
し
た
生
涯
学
習
の

マ
チ
づ
く
り
を
推
進
し
よ
う
」
と
第

六
回
市
浦
村
生
涯
学
習
推
進
大
会
が

村
民
約
一
五
○
人
が
参
加
し
て
開
か

れ
ま
し
た
。

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
参
加
者

全
員
で
村
民
憲
章
を
唱
和
し
た
後
、

平
成
十
四
年
市
浦
村
ス
ポ
ー
ツ
賞
の

子
ど
も
は
地
域
の
宝

剛
人
が
参
加
し
て
生
涯
学
習
推
進
大
会

レ
ス
ボ
ー
ッ
賞
受
賞
者
。
前
列
左
か
ら
三

浦
さ
ん
、
古
川
さ
ん
、
湊
由
加
理
さ
ん
、

湊
裕
美
さ
ん
。
後
列
は
体
協
ボ
ウ
リ
ン

グ
部
（
棟
方
さ
ん
（
右
）
と
相
川
さ
ん
）

授
与
が
行
わ
れ
、
梶
浦
武
也
さ
ん

（
十
三
）
と
村
体
育
協
会
ボ
ウ
リ
ン
グ

部
（
新
岡
寿
行
部
長
）
に
は
ス
ポ
ー

ツ
賞
、
湊
裕
美
さ
ん
（
市
浦
分
校
二

年
）
と
湊
由
香
里
さ
ん
（
市
浦
分
校

二
年
）
、
市
浦
分
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

部
に
は
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
が
聡
ら
れ
、

賞
状
と
記
念
品
を
手
に
し
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
木
村
教
育
長
が
主
催
者

を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
し
、
高
松
村

長
が
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
「
子
ど
も
は
地
域
の
宝
。

心
の
教
育
の
充
実
を
目
指
し
て
」
と

い
う
テ
ー
マ
の
も
と
全
体
会
が
開
か

れ
、
は
じ
め
に
、
村
元
真
美
さ
ん

（
市
浦
中
三
年
）
が
「
決
意
’
十
五
歳

か
ら
の
ス
タ
ー
ト
」
と
題
し
て
、
弁

こ
の
あ
と
、
実
践
発
表
と
い
う
こ

と
で
四
人
の
方
が
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
松
谷
和
美
さ
ん
（
市
浦
分
校
三

年
）
は
、
全
校
生
徒
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
ん
で
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
引
き
続
き

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
言
え
ば
市
浦
分

校
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
活
動
を
続

次
に
、
腐
島
信
二
金
木
警
察
署
刑

事
生
活
安
全
課
長
が
「
管
内
の
青
少

年
事
件
簿
」
と
題
し
て
話
題
提
供
を

行
い
ま
し
た
。
身
近
な
青
少
年
を
巻

き
込
ん
だ
犯
罪
な
ど
に
関
心
も
高
く
、

ビ
デ
オ
や
ス
ラ
イ
ド
を
通
し
て
、
あ

ら
た
め
て
今
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子

を
知
る
と
と
も
に
、
事
件
を
未
然
に

防
ぐ
決
意
を
し
ま
し
た
。

論
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

金
木
地
区
防
犯
弁
論
大
会
で
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
も
の
で
、
自
分
に
う

ち
勝
ち
、
病
気
と
向
い
あ
っ
て
い
く

勇
気
に
、
会
場
の
参
加
者
か
ら
大
き

な
拍
手
が
起
こ
る
ほ
ど
、
す
ば
ら
し

い
発
表
で
し
た
。

実践発表者

松谷和美さん

弁論発表者

村元真美さん

け
て
い
く
と
約
束
。
森
山
和
康
市
浦

小
教
頭
は
、
郷
土
料
理
づ
く
り
な
ど

様
々
な
体
験
活
動
を
行
っ
て
い
る
学

校
の
総
合
学
習
の
時
間
を
通
し
て
、

「
学
校
、
地
域
の
連
挑
が
今
後
ま
す

ま
す
必
要
に
な
っ
て
く
る
」
な
ど
と

発
表
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
奈
良

睦
英
き
ん
（
太
田
公
民
館
運
営
審
議

委
員
）
は
、
「
太
田
小
学
校
が
独
立

校
に
な
っ
て
か
ら
、
地
域
の
活
動
は

学
校
を
拠
点
に
行
っ
て
き
た
。
以
来
、

子
ど
も
た
ち
も
地
域
の
人
と
接
す
る

機
会
が
多
く
、
運
動
会
や
振
興
祭
な

ど
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組
ん
で
き
た
」

な
ど
と
紹
介
。
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
係
か
ら
は
学
校
週
五
日
制
に
な
り
、

小
学
生
を
対
象
に
「
し
う
ら
子
ど
も

未
来
塾
」
を
開
塾
、
土
曜
Ｈ
を
利
用

し
た
体
験
・
奉
仕
活
動
を
展
開
し
、

今
後
も
、
地
域
の
指
導
者
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
地
域
全
体
で
子
ど
も
を

育
て
る
意
識
が
持
て
れ
ば
、
な
ど
と

そ
れ
ぞ
れ
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
木
下
靖
英
西
北
教
育
事

務
所
社
会
教
育
主
事
が
「
こ
の
よ
う

な
テ
ー
マ
の
も
と
、
た
く
さ
ん
の
人

が
推
進
大
会
に
足
を
運
ぶ
こ
と
は
大

変
有
意
義
な
こ
と
。
子
ど
も
を
地
域

の
力
と
し
て
、
子
育
て
を
官
民
一
体

昔聖

実践発表者

森山和康さん

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
マ

チ
全
体
が
学
校
に
な
る
こ
と
で
村
民

憲
章
が
具
現
化
さ
れ
、
村
の
長
期
目

標
で
あ
る
『
明
る
く
心
ゆ
た
か
に
学

べ
る
村
づ
く
り
』
へ
の
第
一
歩
に
な

る
は
ず
」
と
講
評
を
行
い
ま
し
た
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
賞

⑨
梶
浦
武
也
（
十
三
）
県
民
体
育
大

会
陸
上
競
技
一
○
○
ｍ
優
勝

●
市
浦
村
体
育
協
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
部

［
新
岡
寿
行
、
棟
方
由
美
、
浜
田

隆
樹
、
相
川
幸
彦
（
以
上
士
一
三

県
民
体
育
大
会
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技

村
の
部
団
体
戦
優
勝

▼
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

●
湊
裕
美
（
市
浦
分
校
二
年
）
市

浦
分
校
陸
上
部
員
と
し
て
、
全
国

高
校
定
通
制
陸
上
大
会
に
二
○
○

ｍ
、
四
○
○
ｍ
の
選
手
と
し
て
出
場

●
湊
由
加
理
（
市
浦
分
校
二
年
）
右

に
同
じ
。
八
○
○
ｍ
の
選
手
と
し

て
出
場

●
市
浦
分
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
［
古

川
絵
里
香
、
三
浦
修
子
（
以
上
市

浦
分
校
一
年
ご
県
高
校
定
通
制

体
育
大
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
の

部
団
体
戦
第
二
位

平
成
十
四
年
市
浦
村
ス
ポ
ー
ツ
薑

Ｉ 実践発表者

奈良睦英さん



』ム

フ今広報乙 (4)

市
浦
村
十
三
集
落
の
南
西
端
、
前

潟
に
面
し
た
小
高
い
砂
丘
上
は
、
通

に
鮒
ん
ち
よ
う

て
っ
ば
う
超
い

称
「
二
軒
町
」
、
古
く
は
「
鉄
砲
台
」

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
ち
な
みぷん

に
「
鉄
砲
台
」
と
は
江
戸
時
代
の
文

か化
年
間
（
一
八
○
四
～
一
八
一
七
）

に
ロ
シ
ア
が
樺
太
・
エ
ト
ロ
フ
を
襲

撃
し
て
以
降
、
江
戸
幕
府
の
命
令
に

い
ら
く
せ
ん

よ
り
、
弘
前
藩
が
異
国
船
防
備
の
た

だ
い
ば

め
に
台
場
を
設
置
し
た
場
所
に
由
来

し
て
い
ま
す
。

ご
存
知
の
よ
う
に
、
江
戸
時
代
の

十
三
町
は
、
青
森
・
鯵
ヶ
沢
・
深
浦

Ｉ
』
・
叩
ワ
均

と
と
も
に
弘
前
藩
の
「
四
浦
」
と
し

ぶ
ぎ
よ
う
Ｌ
Ｊ

て
奉
行
所
が
置
か
れ
、
岩
木
川
を
介

し
て
、
津
軽
平
野
の
米
や
中
山
山
地

の
木
材
の
積
出
港
と
し
て
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
ロ
シ
ア
に
攻
め
ら
れ
た
場
合
に

備
え
て
、
十
三
町
に
台
場
（
大
砲
を

ー

一
市
浦
村
の
埋
蔵
文
化
財
鰯

〆

／

今
回
は
、
昭
和
三
十
三
年

に
発
見
さ
れ
た
十
三
鉄
砲
台

の
埋
蔵
銭
に
つ
い
て
、
ご
紹

介
し
ま
す
。

て
つ
ぼ
う
だ
い

「
鉄
砲
台
」
と
は
？

十
三
鉄
砲
台
の
埋
蔵
銭
に
つ
い
て

じ
ゅ
う
さ
ん
て
つ
ぽ
う
だ
い

■■■■■

昭
和
三
十
三
年
十
一
月
二
十
六
日
、

「
鉄
砲
台
」
の
跡
地
か
ら
、
埋
蔵
銭

設
置
す
る
場
所
）
が
設
置
さ
れ
た
の

で
し
た
。

ま
い
そ
う
せ
ん

埋
蔵
銭
発
見
の
経
緯
に
つ
い
て

蕊
、
．
出
Ｉ
Ｌ
ｌ
Ｆ
■
ｒ
Ｄ
Ｕ
ｌ
旧
■
■
９
咽
Ｈ
■

ま
い
ぞ
う
せ
ん

一
、

鱗

が
偶
然
に
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
砂
丘
上
の
土
砂
採
取
が
行
わ
れ

た
跡
か
ら
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
元
々

あ
っ
た
砂
丘
の
高
さ
か
ら
推
測
し
て
、

地
下
一
・
三
ｍ
程
の
と
こ
ろ
で
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。
埋
蔵
銭
は
丸
木
を

§

鷺爾~~E紳鰯澱濁

鵠 蕊

、▲十三鉄砲台出土の埋蔵銭

割
り
抜
い
た
中
に
、
数
量
に
し
て
二

万
三
千
枚
余
り
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

か
ん

重
量
に
す
る
と
、
二
十
二
貫
三
百
五

も
人
め

十
匁
（
八
三
・
八
腫
一
と
な
っ
て
い
ま

す
。
周
囲
に
は
不
整
形
な
石
が
五
～なⅢ

六
個
置
か
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
成

な
す
え
↑
｝
ろ
、
り

田
末
五
郎
と
い
う
青
森
県
の
研
究
者

に
よ
っ
て
、
埋
蔵
銭
の
調
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
調
査
の
結
果
は
，
「
市

浦
村
十
三
出
土
古
銭
調
査
」
『
東
奥

文
化
』
第
二
十
一
号
（
一
九
六
二
年
）

に
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

調
査
の
結
果
、
鉄
砲
台
の
出
土
銭

え
い
あ
く
．
つ
う
総
斗

貨
は
永
楽
通
宝
（
一
四
○
八
年
）
の

み
人
せ
人

明
銭
（
中
国
の
明
代
の
お
金
）
が
最

新
銭
で
あ
り
、
さ
ら
に
銭
貨
全
体
の

中
で
明
銭
の
占
め
る
割
合
が
二
○
％

弱
と
非
常
に
高
い
こ
と
が
判
明
し
ま

し
た
。
（
ち
な
み
に
、
中
世
の
日
本

せ
ん
か
ち
ゅ
う
ぞ
う

で
は
、
国
内
の
銭
貨
を
鋳
造
し
て
お

り
ま
せ
ん
の
で
、
す
べ
て
中
国
や
朝

鮮
か
ら
銭
貨
を
輸
入
し
て
、
使
用
し

て
い
ま
し
た
。
十
三
湊
が
中
世
に
繁

栄
し
た
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
大
量

の
輸
入
銭
に
よ
っ
て
、
国
内
に
貨
幣

経
済
が
浸
透
し
た
か
ら
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
）

さ
て
、
現
在
の
銭
貨
研
究
で
は
、

鉄
砲
台
に
埋
蔵
さ
れ
た
時
期
は
、
十

五
世
紀
中
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
十
三
湊
を
支
配
し
た
安
藤
氏

が
糠
部
南
部
氏
と
の
抗
争
に
よ
っ
て
、

北
海
道
へ
退
去
し
た
頃
、
つ
ま
り
中

世
十
三
湊
が
衰
退
し
た
時
期
に
埋
め

〈

禦
謹
壼
募
室
し
鱈
馨

ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
体
、
誰
が
何
の
目
的
で
、
二
万
三

千
枚
余
り
も
大
量
の
銭
貨
を
地
中
に

埋
め
た
の
で
し
ょ
う
か
？
皆
さ
ん
も

想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

（
文
責
市
浦
村
教
育
委
員
会

学
芸
員
榊
原
滋
高
）

IﾘI地..允衝i ﾐ蝋允‘1似
市
浦
村
歴
史
民
俗
資
料
館
所
蔵

i雷軍亮蟇F通4i

蒋鐵
由

凸

入

，｜
や

一三ー旬ロー●djX
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★
奈
良
キ
ナ
さ
ん
（
会
員
）
の
声

《
Ｐ
Ｓ
Ｔ
歴
》

い
っ
ぱ
い
受
け
て
忘
れ
ち
ゃ
っ
た
″

膝
が
悪
く
て
海
遊
館
に
来
る
ま
で

は
七
年
間
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
で

し
た
。
最
初
は
お
友
達
に
肩
を
借
り

て
や
っ
と
の
思
い
で
海
遊
館
ま
で
通

っ
て
い
ま
し
た
。
Ｐ
Ｓ
Ｔ
を
受
け
る

の
も
最
初
は
恐
る
恐
る
で
し
た
が
、

受
け
て
み
る
と
終
わ
っ
た
後
は
体
が

軽
く
て
気
持
良
く
、
今
で
は
病
み
付

き
で
肩
の
こ
り
や
膝
の
痛
み
も
良
く

な
っ
て
快
適
で
す
よ
。
こ
こ
ま
で
元

パ
ッ
シ
ブ
（
受
け
身
）
、
ス
ト
レ

ッ
チ
（
筋
肉
を
伸
ば
す
）
。
完
全
に

セ
ラ
ピ
ス
ト
に
身
を
委
ね
全
身
の
筋

肉
を
ス
ト
レ
ッ
チ
し
て
い
き
ま
す
。

全
身
の
疲
労
回
復
か
ら
腰
痛
、
肩
こ

り
な
ど
の
改
善
に
効
果
が
あ
り
ま
す
。

完気力1い輝ｲー｜
ト

'20卦
」

◎
ボ
イ
ン
ト
カ
ー
ド

ご
好
評
頂
い
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
カ

ー
ド
、
特
典
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
ア
ッ
プ

を
し
て
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

気
に
な
っ
て
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。
お
友
達
の
皆
さ
ん
に
も
勧
め
て

い
ま
す
が
、
私
が
出
来
な
く
な
る
の

は
ち
ょ
っ
と
困
り
ま
す
。

，ロ
ー
恥
ビ
ズ

黙
g

■〃

Ｏ
Ｌ
り

１

！

案
内●

伯
畦

【
一

凸

I、 卿

旧
カ
ー
ド
（
青
色
）
を
お
持
ち
の

方
は
そ
の
ま
ま
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。
終
了
次
第
新
カ
ー
ド
と
交
換
い

た
し
ま
す
。

◎
ご
存
知
で
す
か
会
員
特
典

海
遊
館
で
実
施
し
て
い
る
オ
プ
シ

ョ
ン
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
は
全
て
加
％

Ｏ
Ｆ
Ｆ
で
す
。
年
齢
、
男
女
問
わ
ず

ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
た
時
や
疲
れ
た

時
な
ど
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？
。

d4

り

◆
チ
ー
フ
セ
ラ
ピ
ス
ト

平
野
竜
也

、
ｊ
顎

、
Ｊ
ｌ
ｔ
″
１
、
〃
ｌ
、
″
ｌ
、
″
ｌ
、
〃
１
１
Ｆ
、
、
〃
１
１
Ｆ
、
ｉ
ｆ
、
ｉ
ｆ
、
、
〃
、
Ｉ
似
、
１
〃
、
、
〃
１
１
〃
１
１
〃
１
１
Ｊ
、
、
〃
１
１
Ｆ
、
、
″
１
１
〃
、
、
〃
１
１
“
１
１
“
、
、
″
、
、
”
１

●
出
身
．
：
市
浦
村
相
内

●
生
年
月
日
…
Ｓ
印
・
６
．
略

●
趣
味
：
．
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
、
ド

ラ
イ
ブ
、
カ
ラ
オ
ケ
、
プ
ー
さ
ん

昨
年
二
月
に
入
社
し
て
早
い
も
の

ス
曰
ツ
フ
紹
介

閏

成
田
陽
子

』

1
W’

▼ 』
－

で
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
高
校
を
卒

業
し
て
弘
前
で
四
年
、
青
森
で
四
年

生
活
し
、
地
元
市
浦
に
戻
っ
て
き
ま

し
た
。
や
っ
ぱ
り
地
元
は
い
い
で
す

ね
（
し
み
じ
み
）
。
コ
ン
ビ
ニ
が
無

い
の
が
残
念
で
す
が
…
。
こ
ち
ら
に

帰
っ
て
き
た
か
ら
本
当
に
健
康
に
な

り
ま
し
た
Ⅱ
。
以
前
は
保
険
証
を
常

備
し
て
い
た
ぐ
ら
い
ひ
弱
な
私
で
し

た
が
、
最
近
は
保
険
証
の
出
番
は
め

っ
き
り
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
入
社

当
初
の
一
番
の
心
配
事
は
「
体
力
が

も
つ
か
な
あ
」
だ
っ
た
の
が
、
な
ん

と
欠
勤
な
し
で
す
。
今
で
は
運
動
し

な
い
と
物
足
り
な
い
身
体
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

．
出
身
…
千
葉
県
松
戸
市

，
生
年
月
日
：
Ｓ
網
・
加
・
幻

⑥
趣
味
…
サ
ー
フ
ィ
ン
、
飲
酒
、

地
吹
雪
体
験
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の

笑
顔
で
癒
さ
れ
る
こ
と

三
月
一
日
か
ら
海
遊
館
で
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
市
浦
に
来
て

か
ら
素
晴
ら
し
い
自
然
と
そ
の
も
と

で
馨
ら
す
皆
様
の
温
か
い
人
情
に
心

う
た
れ
る
毎
日
で
す
。
そ
ん
な
皆
様

の
健
康
で
明
る
い
生
活
の
一
助
と
な

れ
る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。
両
親
共
に

鹿
児
島
出
身
な
の
で
南
国
の
血
統
で

す
が
、
寒
さ
に
め
げ
ず
皆
様
と
熱
く

楽
し
く
海
遊
館
を
朧
り
上
げ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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１
６
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Ｉ
Ｂ
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囹平成14年度と平成15年から平成17年度までの保険料の比較
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Ｉ
７
ｊ
ｐ
Ｉ
０
｝

も
、
・
け
，
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｉ

I

f

I

1

I

65歳以上の保険料の納め方

介護保険料の納め方には年金からの天引き(特別徴収)と、納付書による納付(普通徴収)があります‘

｢雨I爾呵扉歪万百あ芙弓間1
職老齢年金・退職年金が年額18万円（月額1万5千円）以上の方c

（恩給・遺族年金・障害年金・老齢福祉年金等は対象外）

蟻2ケ月ごとに支払われる年金から、支払いごとに2ケ月分の保険料が天引きされます。

【注】上記の条件を満たしていても必ずしも特別徴収になるとは限りません。

｢ 薔逼爾呵緬荷薑で鞆あ罰]F
職年金の受給金額が年18万円未満の方。

蟻年度の途中で65歳になった方、他の市町村から転入してきた方（この場合で特別徴収の条件を満たして（：
いる場合は、翌年10月から特別徴収になることもあります｡）；’

l保険料はきちんと納めましょう

介護保険料の納付は、市浦村にお住まいの40歳以上の方が対象となっており、国民健康保険同様全ての
方に保険料を納めていただくことによって成り立っている制度です。そのため保険料を滞納すると次のよ
うな厳しい措置がとられますc

*l年以上滞納すると、サービスの費用をいったん全額支払っていただくことになります。

*l年6ケ月以上滞納すると、介護保険の給付が受けられなくなる場合があります。

現在サービスを利用していない方が利用することになったとき

＊滞納していた期間に応じて、利用者負担の割合が1割から3割に引き上げられたり、一定の負担額を超
えた場合の払い戻し（高額介護サービス費の支給）が受けられなくなる場合があります。

介護保険制度について不明な点がございましたら、役場住民福祉課までお問い合わせ下さい。公62－2111

段階 対 象者 算定基準
平成14年度
(月額）

平成15年度から
平成17年度(月額）

第1段階
①住民税世帯全員非課税で老齢福祉年金受給者
の場合等
②生活保護受給者

基準額×0.5 1,675円 1,850円

第2段階 住民税世帯全員非課税の場合等 基準額×0.75 2,500円 2，775円

第3段階 住民税世帯課税で本人は住民税非課税の場合等 基準額×1.0 3,350円 3,700円

第4段階
本人住民税課税で前年の合計所得金額が250万
未満の場合等

基準額×1.25 4,184円 4，625円

第5段階
本人住民税課税で前年の合計所得金額が250万
以上

基準額×1.5 5,025円 5,550円
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開 の|’ 盃

平成12年度より工事を進めてきました相内地区特定環境保全公共下水道がこのほど完成し、平成15年3

月31日から供用を開始する運びとなりました。

下水道の使用にあたっては村指定業者の工事が必要となりますので、下記にご留意下さい。

1．排水設備(1､イレの水洗化及び公共汚水桝までの排水管接続工事等)の整備が必要です。

2。工事にあたっては、使用開始届まで各種届出が必要です。

3．村では排水設備工事にあたり、排水設備業者を指定しておりますので、村指定業者の中から選んで工事を

して下さい。※各種届出は、指定業者が行います。※無断で工事を実施したときは過料を取られます。

4．市浦村指定業者は次のとおりです。（平成15年3月17日現在）

|村内I 指定業者名
侑)村元水道工業

佐藤水道

電話番号

62－2092

62－3159

指定業者名

越野水道

丸葉水道工業所

電話番号

62－3115

62－2054

｜指定業者名｜
｜㈱工藤電気建設’

電話番号｜指定業者名’
56-2042㈱長尾商店

1

1

電話番号

56－3008

指定業者名｜
葛西設備 ’

｜指定業者名｜
｜㈱伝法谷設備’

電話番号’
46－2176

電話番号

42－1569

指定業者名

㈲サンセイ住設

㈱山口水道建設

㈱小枝設備工業

電話番号

34－3901

35－2996

34－8230

指定業者名

㈱大丸古川

㈱丸英でんき

電話番号

35－2777

35－0101

I浪岡町’
I

5．下水道使用料(月額)は、次のとおりです。

皿水道水のみを使用している場合
◎水道水の使用水量により基本料金1,500円(10㎡まで）

超過料金150円（10㎡を越えた1㎡当り）

【計算例】水道使用水量20㎡の場合基本料金1,500円(10㎡まで）

超過料金1,500円（150円／㎡×10㎡）

｜合計3,000円|(1,500円+1,500円）

目水道水以外の水(井戸水等)のみを使用している場合
◎基本料金（世帯割額）1,500円◎世帯員割額500円（世帯員1人に付き）

【計算例】5人世帯の場合

○基本料金(世帯割額）1，500円○世帯員割額2,500円（500円×5人）｜合計4,000円｜

回水道水と水道水以外の水を併用している場合
皿の使用料と図の使用料の半額の合計額

【計算例】水道水使用水量10㎡で、5人世帯の場合

○3,000円’四の計算例により’○4,000円｜図の計算例により’
3,000円十(4,000円÷2）＝3,000円十2,000円合計5,000円｜

以上となりますので皆様のご協力、よろしくお願いします。

しお問い合わせ役場建設課恋62-2111

下水道に加入して清潔と’

住み良い環境の村に11

指定業者名

㈲大西水道

電話番号

64－2423

指定業者名

㈲田中建設

電話番号

46－3867

指定業者名

㈲林住宅設備工業

電話

0172－62－4628

巨
言
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国
民
年
金
で
は
、
学
生
の
皆
さ
ん

に
納
付
特
例
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

学
生
か
ら
の
申
請
に
よ
っ
て
、
保

険
料
を
後
払
い
で
き
、
し
か
も
、
特

四
月
上
旬
に
社
会
保
険
事
務
所
か

ら
平
成
十
五
年
度
国
民
年
金
保
険
料

納
付
案
内
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

納
付
案
内
書
に
は
毎
月
分
の
納
付

書
の
他
に
、
口
座
振
替
申
出
書
と
前

納
用
の
納
付
沓
も
同
封
さ
れ
て
い
ま

す
。
保
険
料
は
、
お
近
く
の
金
融
機

関
や
郵
便
局
で
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

毎
月
金
融
機
関
な
ど
に
出
向
く
の

が
大
変
と
い
う
方
や
保
険
料
を
納
め

忘
れ
が
ち
の
方
は
口
座
振
替
や
前
納

制
度
が
便
利
で
す
。

口
座
振
替
は
通
帳
、
印
鑑
、
納
付

害
を
も
っ
て
金
融
機
関
や
郵
便
局
の

窓
口
で
手
続
き
で
き
ま
す
。
ま
た
、

前
納
制
度
を
ご
利
用
に
な
る
と
保
険

料
が
割
引
さ
れ
る
た
め
、
と
っ
て
も

お
得
で
す
。

な
お
、
四
月
中
旬
に
な
っ
て
も
納

付
案
内
書
が
送
付
さ
れ
な
い
と
き
は
、

お
手
数
で
も
最
寄
り
の
社
会
保
険
事

務
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
の

申
請
を
忘
れ
ず
に

国
民
年
金
保
険
料
納
付
書
が
送
付
き
れ
ま
す

一●一ら一寺一●一ゆ－句一■一■一中一■一■一甲一●－－－－－●ーe一一一●一÷－？－●－■一凸一合一℃－今一℃－●一一－｡－■一由一寺一台一七一つ－■－■一生一

例
期
間
中
に
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が

残
っ
た
と
き
に
は
障
害
年
金
が
受
け

ら
れ
ま
す
。

学
生
本
人
の
前
年
の
所
得
が
六
十

八
万
円
以
下
の
場
合
に
承
認
さ
れ
ま

す
の
で
、
殆
ど
の
学
生
が
対
象
に
な

り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
学
生
の
方
は
、

役
場
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

既
に
二
十
歳
以
上
の
学
生
の
方
は
、

五
月
末
ま
で
に
申
請
す
る
と
四
月
分

か
ら
来
年
三
月
分
ま
で
の
保
険
料
が

対
象
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
二
十

雲
意
に
感
謝
し
ま
壷

こ
の
た
び
、
十
三
あ
け
ぼ
の
会
（
中

島
ス
ミ
エ
会
長
）
、
十
三
婦
人
会
、

十
三
の
砂
山
保
存
会
（
い
ず
れ
も
小

山
あ
ぐ
り
会
長
）
か
ら
村
の
た
め
に

＊
十
三
あ
け
ぼ
の
会

＊
十
三
婦
人
会

＊
十
三
の
砂
山
保
存
会

一■一■－．－●－■－■一■－■一｡－e－－一一一一一凸一一一か一昏一写l■P●4＝昏一一マーー

役
立
て
て
と
、
寄
付
が
あ
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
役
場
村
長
室
を
訪
れ
高
松

村
長
に
寄
付
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

歳
に
な
る
学
生
の
方
は
、
二
十
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
た
ら
す
み
や
か
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
が
遅
れ
る
と
承
認
さ
れ
な
い

期
間
が
発
生
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
特
例
制
度
に
よ
っ
て

保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
た
期
間
に

つ
い
て
は
、
年
金
額
に
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
。
十
年
以
内
で
あ
れ
ば
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
満
額
の
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
も
保
険

料
の
追
納
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
特
例
制

度
と
追
納
制
度
を
是
非
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

○
十
三
あ
け
ぼ
の
会
三
百
万
円

○
十
三
婦
人
会
十
万
円

○
十
三
の
砂
山
保
存
会
十
万
円

※
三
百
万
円
の
多
額
の
寄
付
が
あ
っ

た
、
十
三
あ
け
ぼ
の
会
に
は
村
か

ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

』
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わ
が
国
で
は
毎
年
お
よ
そ
六
万
件

の
火
災
が
発
生
し
、
二
千
人
の
死
者

と
七
千
人
の
負
傷
者
が
生
じ
て
い
ま

す
。
火
災
の
な
い
明
る
い
村
を
目
指
し
、

消
防
職
員
一
同
、
火
災
予
防
に
一
層

頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

日
ご
ろ
か
ら
「
火
災
予
防
」
を
心

が
け
て
い
る
住
民
の
皆
様
に
、
よ
り

一
層
の
「
火
災
予
防
思
想
」
の
普
及

を
図
り
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
死

傷
事
故
や
財
産
の
損
失
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
を
目
的
に
、
今
年
も
春
の
火

災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

期
間
は
四
月
十
四
日
㈲
か
ら
二
十

日
⑧
ま
で
の
七
日
間
で
す
。

期
間
中
は
次
の
こ
と
を
重
点
目
標

と
し
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

、〆

冒
切
兜：

‐

消

置す
い心
て

経
そさ
ぱい
にー

ー

■

卜

I
ヨI

○
住
宅
防
火

住
宅
火
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
、

半
数
以
上
が
お
年
寄
り
で
す
。

①
寝
タ
バ
コ
は
絶
対
に
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

こ
の
三
点
を
習
慣
づ
け
、
地
域
み

ん
な
の
力
を
合
わ
せ
て
火
災
か
ら
お

年
寄
り
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
放
火
火
災
予
防

建
物
の
周
り
は
常
に
、
明
る
く
し

て
お
く
と
と
も
に
整
理
整
頓
し
、
不

審
車
の
侵
入
を
防
ぐ
た
め
物
置
・
車

庫
等
に
は
必
ず
施
錠
を
し
て
く
だ
き

い
。

○
林
野
火
災
予
防

林
野
周
辺
や
住
宅
付
近
の
火
入
れ

は
極
力
避
け
て
く
だ
き
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
火
入
れ
の
際
は

消
防
署
に
届
出
が
必
要
で
す
。

○
消
火
器
事
故
防
止

消
火
器
の
寿
命
は
約
八
年
で
す
。

古
く
な
っ
た
物
や
、
錆
び
、
腐
食
の

あ
る
消
火
器
は
、
破
裂
の
危
険
が
あ

り
ま
す
の
で
専
門
業
者
に
処
分
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

火
事
と
救
急
・
救
助
は
一
一
九
番

肖
勺
や
〃
グ

防

●

ネ

ツ

卜

ワ

I

ク
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市浦村の人口と世帯数平成1531現在

、

l自衛隊幹部候補生募集I
司

|東北電力からのお願い 」

カラスの巣づくりの時期になりました。電柱に巣

づくりしている場合は停電の原因になりまねません。

見かけましたらつぎの事業所へ連絡をお願いします。

し連絡先

東北電力㈱五所川原営業所冠35-2151

【募集要項／応募資格】
◎一般、技術幹部候補生

・大学卒業程度の学力を有し、20歳以上26歳未満の

男女〔22歳未満は大卒者（見込み含む)〕
・大学院修士課程修了者（見込み含む）は28歳未満

〔海上技術幹部候補生は、理学または工学課程修了

者に限る｡〕
◎歯科、薬剤科幹部候補生

歯科：専門の大学卒（見込みを含む）で20歳以

上30歳未満の男女

薬剤師：専門の大学卒（見込みを含む）で20歳以

上26歳未満の男女（薬学修士取得者は、

28歳未満）

◆受付期間

平成15年4月7日(月)から

平成15年5月9日㈱まで（締切必着）

◆試験期日

1次：5月24日(土)・25日(日）（25日は飛行要員のみ）

2次：6月24日(0～26日(洞

3次：7月26日出～8月7日附（飛行要員のみ）

◆入隊

平成16年3月下旬～4月上旬

歩お問い合わせ先

五所川原市栄町34－6

自衛隊青森地方連絡部五所川原募集事務所
a0173-35-2305

k

〆

【事業主のみなさまへ
■

J

労働保険の申請・納付はお済みですか

平成14年度確定保険料・平成15年度概算保険料の

申告の時期となりました。

保険料申告書の提出及び保険料の納付期限は5月

20日です。お早めにお近くの銀行、郵便局等で手続

きしてください。

なお、申告・納付が同時にできないときは、黒刷

りの申告書は最寄りの労働基準監督署または青森労

働局へ、ふじ色刷りの申告書は青森労働局へそれぞ

れ提出し、納付についてご相談ください。

，お問い合わせ先青森労働局・労働保険徴収室
公017-734-4145

事業 まみ

ン

,fグモーグ魂一参孝認＝
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▼
お
誕
生

一
二
・
一
上
陽
子
（
十

り
な
は

権
帷
綱
噸
郷
原
世
洲
、
木
洲
哲
也
（
中

り

泉
（
十

田
中
旺
聖
（
相
内
）
寿
博

こ
と
ね

▼
お
く
や
み

成
田
琴
音
（
相
内
）
昌
仁

鳴
海
富
夫
（
相
内
）

▼
ご
結
婚

工
藤
美
悪
子
（
相
内
）

〈
州
鯏
州
紀
弛
一
価
調
一
噸
柵
紺
毒
一
Ⅷ
脈
一

戸籍のノ

I
〆

I鎚溌添熊より鰯綱離職知ら進：鱗

窓本年3月末をもって、産婦人科の診療を廃止する

ことになりましたのでお知らせします。
、

-県内の交通事故概況青森県交通対策協識会

飲酒運転による死者(計1月中年累計

発830件830件死高齢者の死者3人
|生（701）（701）着-65歳以上の人～（4）
死5人5人のシ自励車乗車中の死着(静

着（7）(7)噸ョ,ｮ蒲用死着(牙
傷】,048人セ,048人態》I慨劇鵬W(M(者（894）（894）

＊（）内は前年｡累計は1月からc速報値のため後日変更することがあります。

一一‐一‐一

0人
(2)
§
～
Ｉ
～
；
§
§
§
§
§
、

有伊中和葛吉飲酒運転による死者

830件
(701）

830fl
(701）

賀南村島西田橋高齢者の死者
～65歳以上の人～

3人
(4)

嘉
津
浩

文
香毅

笑
子折ロ

佳
奈
周
平
陽
子
哲
也泉

3人

(4)
自動車乗車中の死者5人

(7)
5人

(7)
1人

(2)
非着用死者 （

十
三
）

（
岩
手
）

（
木
造
）

（
磯
松
）

（
東
京
）

（
磯
松
）

（
神
奈
川
）

（
十
三
）

（
中
里
）

へ
十
二
二

1,048人
（894）

1,048人
（894） 藩用していれば助

かったと思われる人

1人

(2) 67874752

歳歳歳歳

大字名

相内

桂川

太田

脇
一

ﾌE

磯 松

十三

計

前月人口

1,166
59

242

514

294

783

3．058

人口

1,168
59

241

514

293

783

3,058

世帯数

408

22

82

206

107

264

1．089
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去
る
、
一
月
十
六
日
と
二
月
十
八

日
に
診
療
所
内
科
医
師
の
岩
村
先
生

に
よ
る
健
康
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
そ
の
健
康
教
室
か
ら
「
お
し

っ
こ
」
の
病
気
に
つ
い
て
お
話
し
ま

健 康

【
何
脚
閥
旧
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
咽
Ⅲ
腿
側
聞
Ⅲ
剛
間
渦
脚
隅
卿
価
個
騨
舗
脳
削
野
榊
削
間
‐
‐
味

①
尿
失
禁
↓
我
慢
で
き
ず
に
漏
れ
る

切
迫
性
尿
失
禁
と
、
咳
や
く
し
ゃ

み
を
し
た
と
き
に
漏
れ
る
腹
圧
性

尿
失
禁
な
ど
が
あ
る
。

す
。
排
尿
の
回
数
は
通
常
、
昼
は
五
～

七
回
、
夜
は
○
～
二
回
。
そ
れ
以
上

の
回
数
の
排
尿
が
あ
る
場
合
は
排
尿

障
害
が
疑
わ
れ
る
。

制
お
い
つ
ご
祷
顔
言
ろ
病
舅
に
つ
い
て

②
排
尿
困
難
↓
尿
が
出
に
く
い
状
態
。

③
頻
尿
↓
一
般
的
に
「
お
し
っ
こ
が

近
い
」
と
呼
ば
れ
る
状
態
ｃ
こ
れ

は
、
年
齢
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て

な
り
や
す
い
。

①
腹
圧
性
尿
失
禁

女
性
に
多
く
、
出
産
な
ど
で
尿
道

を
閉
め
る
筋
肉
が
弱
く
な
る
た
め
に

起
窪
者
。
対
処
と
し
て
は
、
「
骨
盤

１
ゞ
腫
川
抑
腓
即
Ⅱ
醐
川
睡
川
Ｗ
脾
孵
恥
伽
川
Ⅶ
Ⅲ
Ⅱ
叩
Ⅱ
Ｍ
Ｍ
Ｍ
Ⅱ
脚
朏
皿
剛
蝿
醐
冊
郡
岫
間
枇
幽
叩
楜
醐
叩
脚
凹

底
筋
訓
練
」
（
図
二
、
薬
物
療
法
な

ど
が
あ
る
。

②
前
立
腺
肥
大
症

前
立
腺
は
男
性
だ
け
に
あ
る
臓
器

で
（
図
二
）
、
症
状
と
し
て
は
尿
の

出
が
悪
く
な
る
、
頻
尿
、
残
尿
感
、

排
尿
に
時
間
が
か
か
る
な
ど
が
あ
る
ｃ

薬
物
療
法
や
手
術
療
法
が
行
わ
れ
る
。

③
前
立
腺
が
ん

三
十
年
前
と
比
べ
る
と
罹
る
人
が

七
倍
に
も
増
え
て
い
る
病
気
で
今
後

も
増
加
が
予
測
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

高
齢
者
に
多
く
、
症
状
は
尿
が
出
に

く
く
な
る
、
頻
尿
な
ど
が
あ
る
が
、

ほ
と
ん
ど
は
初
期
の
段
階
で
は
症
状

は
出
に
く
い
。
五
十
歳
以
上
の
男
性

で
緑
黄
色
野
菜
が
不
足
し
て
い
る
人
、

肉
な
ど
の
高
脂
肪
、
高
蛋
白
の
食
事
、

お
酒
が
好
き
な
人
に
多
い
傾
向
が
あ

る
。
治
療
法
と
し
て
は
、
ホ
ル
モ
ン

剤
を
内
服
し
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る

内
服
療
法
と
前
立
腺
を
摘
出
す
る
な

ど
の
手
術
療
法
が
あ
る
。

◇
◇
◇

い
ま
、
男
性
に
急
増
中
の
前
立
腺

が
ん
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
の
た

め
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
村
で
は
、

前
立
腺
が
ん
検
診
を
一
日
ド
ッ
ク
で

実
施
し
ま
す
。
対
象
は
五
十
歳
以
上

の
男
性
の
希
望
者
で
、
料
金
は
二
千

円
と
な
り
ま
す
。
検
査
方
法
は
採
決

を
す
る
だ
け
で
す
。
前
立
腺
が
ん
検

診
だ
け
で
も
受
診
す
る
こ
と
は
可
能

で
す
。

お
し
っ
こ
に
関
す
る
病
気
は
、
男

性
も
女
性
も
泌
尿
器
科
な
ど
の
専
門

の
病
院
に
行
く
の
は
抵
抗
が
あ
り
、

な
か
な
か
受
診
す
る
ま
で
に
時
間
が

か
か
る
よ
う
で
す
が
、
少
し
で
も
普

段
と
違
う
症
状
が
あ
る
よ
う
で
あ
れ

ば
、
す
ぐ
に
受
診
し
た
り
、
定
期
的

に
検
診
を
受
け
て
管
理
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
で
す
ね
。

⑤
⑧
⑥
③

四
月
一
日
付
の
人
事
異
動
で
、
広

報
担
当
を
降
板
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
ｃ
▼
四
年
間
、
つ
た
な
い
記
事

と
誤
字
、
誤
植
に
お
付
き
合
い
下
さ

い
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ま
た
、
心
よ
く
取
材
に
応
じ

て
下
さ
い
ま
し
た
村
民
の
み
な
ざ
ん

の
協
力
と
惜
し
み
な
い
情
報
提
供
に

深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
三
不
）

●
六
ペ
ー
ジ
「
元
気
か
い
通
信
」

③
支
配
人
●

高
橋
三
千
尋

⑰
支
配
人
●

高
梨
三
千
尋

広
報
し
う
ら
二
月
号
で
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

⑤ お
詫
び
と
訂
正

）
麹

氏＆

鵬


